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【課題設定型・事業者提案型】

提案内容の概要
事業名称：香里三井団地ニコニコのデザインプロジェクト

ー学生と住人によるコミュニティ拠点整備

代表提案者：●●●●●●●●
共同提案者：●●●●●●●●

（発表者）



１．これまでの取組 【課題設定型・事業者提案型】

事業育成期の検討と成果

【検討】公社と電通大学生の調査で団地課題が明らかに
● 市内平均より低い定住意向、高い高齢化率（若年層が少ない）
● 住人の地域団体との繋がりの希薄さ
●「気軽におしゃべりできる場所が欲しい」「健康などの相談が

       できる場所が欲しい」「古い団地のイメージを明るくしたい」
それらの課題解決のため、集会所を活用した多世代交流拠点

       づくりに取り組むこととし、実現に向けた準備活動を開始した

【成果】団地住人や地域関係者と顔の見える関係を構築
● 学生の活動を手作り新聞やシンポジウムにより情報発信

   ● 団地住人と課題を共有することで事業に対する理解が深まり、
 集会所整備の意見出し・設計案への投票参加にも繋がった

調査・取り組みを通じて学生・住人・公社の関係構築が進み、
さらにイベント開催を通じて協力地域団体も集まりつつある



１．これまでの取組 【課題設定型・事業者提案型】

2022（令和4）年度 ＝ プラットフォーム構築
公社・寝屋川市・電通大で連携協定締結。地域の課題解決や、活力
ある個性豊かな地域社会の形成・発展をめざす
2023（令和5）年度 ＝「団地を知る」フェーズ
電通大の北澤誠男准教授が顧問を務める学生建築デザインサークル
「Create For Smile」により、団地住人や周辺住民を対象とした
交流イベント・調査・報告会（一般公開）を行った

学校法人 大阪電気通信大学
（以下「電通大」）
1961年 大阪電気通信大学開学
2018年 工学部に建築学科を開設
2024年 建築・デザイン学部開設

大阪府住宅供給公社
（以下「公社」）
1965年 大阪府住宅供給公社設立
2015年～茶山台団地にて団地再生

事業を展開中

寝屋川市 住宅政策課

香里三井団地



２．現状・問題意識 【課題設定型・事業者提案型】

周辺地域（大阪府寝屋川市・三井が丘地区）
● 高度経済成長期の団地（公社・府営・UR）が立ち並ぶ住居地域
● 少子高齢化等の課題が顕在化し、いわゆる「オールドタウン化」が進行
● 商業・医療施設の配置に対する満足度が低く定住意向が市内平均よりも
    低い地域（寝屋川市が策定した立地適正化計画資料による）

公社香里三井団地
● 1969（昭和44）年経営開始
    管理戸数336戸
● 居住者の高齢化率は56%を超え
    空き家率は約10％
● 団地老朽化による地域イメージの
    低下、若年層が少ないことによる
    地域コミュニティの弱体化などが
    団地の課題

香里三井団地集会所



３．提案内容 【課題設定型・事業者提案型】

令和6年度 ＝「団地での実践」フェーズ

調査により明らかになった課題の解決策として集会所と周辺を多世代交流
拠点へと改修する。団地住人達が集う場のみならず、団地の玄関口として、
地域交流の窓口となるよう整備し活用する
改修プランは引き続き建築デザインサークル「Create For Smile」により、
団地住人や地域団体へのニーズ調査や意見をとりまとめし、設計を行う

大学生による住人さんヒアリング 作成した５案を住人さん達が投票



３．提案内容 【課題設定型・事業者提案型】

管理者による一方的な再整備方式ではなく、電通大の学生と団地住人が
主体となり、地域団体などとも協働しながら、団地と地域の再生を図る
ボトムアップ型の団地再生手法である



３．提案内容 【課題設定型・事業者提案型】
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３．提案内容 【課題設定型・事業者提案型】

❶ 団地敷地で間伐した竹を活用 ❸ 明るく段差のない部屋に改善

❹ 高齢者も利用しやすい設備に更新❷ 開放的な広場とデッキに人が集う



４．期待される効果 【課題設定型・事業者提案型】

ア）地域コミュニティの再生、活性化
事業を通じて、地域内の交流・共同意識醸成を
をはかり、地域の自立と互助の促進に貢献する

イ）地域課題の解決
地域の活性化、若年層の不足などの課題解決。
集会所が地域住民に医療・介護予防の情報に接
する場になることで、高齢者の居住安定確保へ

ウ）生きがいの創出
主婦や定年退職者、高齢者なども活動に携わる
ことで、働きがいや自己実現・社会参画の場と
して生きがいの創出につながる
事業化が可能になれば新たな雇用の創出も期待。
電通大の学生にとっては実学の場となる

ア）地域コミュニティの再生、活性化

イ）地域課題の解決

ウ）生きがいの創出



５．検証方法 【課題設定型・事業者提案型】

整備後の集会所に対する調査
集会所の利用者を対象に満足度などを評価
検証項目 満足度・ニーズ・課題
調査方法 ❶定性調査：自治会・学生・地

域団体等にヒアリング
❷定量調査：来所者数、イベン
ト参加者数等にアンケート

※調査結果は電通大が持つデータサイエン
スの知見を活用し、データ分析を行う

まちづくりの視点からみた調査
整備後の集会所が地域に与えた影響を評価
検証項目 認知度・満足度・交流人数
調査方法 周辺住民・団体の集会所利用者

数を計測、アンケート 電通大によるデータ分析例
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